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第２回「学校をよくするためのアンケート」 

自由記述の内容および対応について 
１月に実施した第２回「学校をよくするためのアンケート」にご協力いただきありがとうございまし

た。全てのご意見に対応することは難しいですが、自由記述いただいた内容について、現時点で対応し

ていること、および、今後対応することにお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答が必要なご意見につきましては、直接ご連絡させていただきます。学校や教職員に対する温かい

言葉もたくさんいただき感謝申し上げます。評価およびいただいたご意見につきましては、貴重なご意

見と受け止め、今後の学校運営や教育活動に活かして参ります。ご協力ありがとうございました。 

○学校の安全・環境整備について 
 ・登校班でのルールを守らない子がいる 

 →登校班に関する相談は年間を通して何度かあり、その都度、子供たちから話を聞き、指導し

てきました。これからも安全に関わることですので、繰り返し指導していきます。保護者の

加にご協力いただくこともあると思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

・スズメバチが教室に入ると聞き心配である 

→学校周辺に樹木が多いことから虫（蜂も含む）が教室に入ることもあります。校舎周りの木

の枝ばらいをしたり、通常学級に八チジェット（蜂専用の殺虫剤）を常備したりしています。

また、敷地内を定期的に巡回して蜂の巣を見つけた場合は、速やかに市に依頼して駆除して

います。 

・アスレチック周りの安全対策 

→現在もいくつかの遊具下にはマットが設置してありますが、遊具まわりの危険を減らすため、

地表に出ている桜の根には山土を盛ってきました。マットの設置については、次年度、具体

的にＰＴＡ役員の方と相談し検討いたします。 

 ・教室、トイレの汚れが気になる 

  →汚れについては学校としても気になっておりますが、職員だけでは手がまわらない現状があ

ります。奉仕作業を、除草ではなく校舎内にしてはどうかという建設的なご意見もいただい

ておりますので、令和８年度のＰＴＡ奉仕作業は校舎内をお願いしたいと考えております。 

  

○教育活動について 
 ・レベル分けをして授業を行うなどし、できない子供を取りこぼさないでほしい 

→今年度は、５年生の算数の授業を年度途中から習熟度別に２つのクラスに分けて実施しまし

た。次年度も継続し、一人一人の学力向上につなげたいと考えています。（実施学年について

は未定） 

 ・スポーツや芸術について外部講師を呼んだり、体験学習などを取り入れたりして子供の将来の

人生の豊かさにつなげてほしい 

・金融リテラシーの取組などを行ってほしい 

 →今年度も、外部講師やゲストティーチャーを招き、必要な学年で、サッカー教室、楽器の演

奏、点字や手話体験など、多くの体験を取り入れてきました。金融教育についても、税務署

から講師を招いての租税教室、６年生の駄菓子やチャレンジ（仕入れた物に定価をつけ、利

益を考慮して工夫して販売する活動）など、学年の学習内容に応じて対応しております。今

年度の取組の反省をもとに、次年度も効果的な外部講師の活用や体験活動を実施し、本物に

触れるよさや体験による感動を子供たちが味わえるようにして参ります。 

 


